
様式第４号（第４条関係） 

 

  出張報告書   
幹 事 長 印 経 理 責 任 者 印 

  

令和 2年 3月 31日 

 幹事長 

      浦川 佳浩 殿 

                                             出張者氏名 坂上 昌史 印 

 

 

 

              下記のとおり報告します。 

 

 １．出 張 先  第 32回 地方×国政策研究会（衆議院第２議員会館） 

国土交通省・文部科学省官僚への要望（第一議員会館） 

文部科学大臣政務官への要望（文部科学省） 

国土交通政大臣務官への要望（国土交通省） 

  ２．出張日時  令和 2年 2月 6〜7日   

 

  ３．出張用務 

    第 32回 地方×国政策研究会 出席 

大臣政務官・官僚への要望活動（国土交通省、文部科学省） 

  ４．旅費等 

[1] セミナー参加費 （2,000 円）      2,000円 

[2] 旅費（航空券・宿泊費・電車運賃）   35,331円 

                                            総計  37,331円  

５．報    告 

   自治体議員政策情報センターのセミナーを受講した。 

テーマ１：2019年度国の補正予算（総務省・財務省職員） 

テーマ２：自治体から取り組む機構機器対策（環境省職員） 

テーマ３：認知症対策法・大綱で共に生きる地域をつくるために 

（厚生労働省職員・木之下徹医師） 

大臣政務官・官僚への要望活動 

 

 

 

(詳細な講義内容は次頁に示す) 

 



５．報  告  書 

 総務省、財務省職員からの 2019年度補正予算の説明については、特に G I G A スクー 

ル構想、国土強靭化計画など急がなければならない制度の説明があり、非常に有意義であ 

った。 

 環境省の説明は国が取り組んでいく SDGsや、都市部の自治体と地方の自治体でのエネ 

ルギー供給の新しい取り組みの説明があった。 

 認知症対策では特に木之下医師からの講義が今までに聞いた認知症対策とは全然違う 

視点からのものであった。認知症になった方に対して「対応、お世話、対策」は傷つく 

と言う講義であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




